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校 長 青 木 俊 哉 

三竿雄斗さん、健斗さんという兄弟のプロサッカー選手がいます。二人とも Jリーグで活躍した後、兄は現在オースト

ラリアのチーム（パース・グローリーFC）に所属、弟はポルトガルから帰国し、現在は鹿島アントラーズで活躍しています。

私は、二人が通っていた学校と同じ市内の小学校に勤めていたのですが、当時少年サッカーの指導に携わっていたこと

もあり、兄の雄斗さんが6年生のときには、ブロックトレセンの指導者として、1年近く関わる機会がありました。 

実は、彼らの父親は私の同級生、小・中の9年間同じ学校に通っていました。大きな学校だったこともあり、同じクラス

になったことはないのですが、運動神経抜群、サッカー部の中心選手だった彼が、サッカーの強豪校を目指していたこと

は覚えています。もちろん、Jリーガーはおろか、海外で活躍するプロサッカー選手も殆どいない当時、サッカーを職業と

することなど、夢のまた夢…そんな時代でした。三竿という珍しい姓に加え、確か父の名前にも下に斗が付いていたこと

を思い出し、もしかしたら…と想像が膨らみます。そんな折、トレセン選抜チームの試合会場に応援に来ていた彼と再会、

やはり…という話で盛り上がりました。中学卒業からは30年程経っており、お互い、名前や多少の記憶はあるものの、

風貌はそれなりに変わっており、ましてや中学時代サッカー部ではない私がトレセンの指導者であることなど、彼の想像

を超える話ですから、互いに驚きを隠せぬまま会話が弾みました。父である彼が、息子二人に対し、サッカー選手を目指

させたかどうかを聞くことはできませんでした。仕事で海外勤務も長かったと知り、サッカーを楽しむ環境はあったよう

に想像できます。親子で一緒にボールを蹴る時間があったか、将来を語り合う機会はあったのかなど、気になることは

多々ありますが、本当のところは分かりません。しかし、一つ確かなことは、“父のなりたかった職業”に息子二人が就い

ているということです。不思議な、また素敵な巡り合わせに、私もわずかながら関われたことに喜びを感じたものです。 

先日行った「道徳授業地区公開講座」では、働くことを主題に取り上げたクラスや、様々な職業に触れる学習を展開した

クラスがありました。自分の思い、願いを貫く難しさや大変さは、子供たちはこれから経験していくことになりますが、保

護者の皆様とっては、こういった子供の頃に抱いた願望、親から受けた仕事への思いや願い、ご自身の心境の変化など、

様々な経緯があり、現在に至っている訳です。仕事に対する思い、就職・起業までの経過、職業観や職業意識など、機会を

見付け我が子に語っていただけると幸いです。子供たちにとって最も身近な大人は保護者の皆様ですから、働くことを

知る上での“最大の存在”“最適な先生”は、まさに皆様なのです。三竿くんのようなケースは稀なことかもしれませんが、

可能性はゼロではないはずです。親の後（跡）を継ぐ子もいるでしょうし、それがあたり前とされる職業もあります。一方、

様々な新しい職業が生まれ、活躍の幅が広がりつつある今日、AIとの共存を本気で考えなければいけない職業もあり、

自分のこれからの生き方を考える学習（キャリア教育）の重要性は、年々増していきます。子供たちにとって有効かつ有

意義なキャリア教育の実践に向け、これからも、学校と家庭が連携を強め、進めていく必要性を感じる毎日です。 

さて、定例としては、今年度最終号を迎えました。皆様のご理解とご協力に、改めて感謝と御礼を申し上げます。 

  “これから”を考える学びの場に… 



日差しの温かさに春を感じる今日この頃です。今年度の教育活動も残すところ一か月となりました。2 月の教育

活動をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の教育活動など 

<展覧会 全学年 > 

 

<消防署見学 １２／９（金）> 

 

２月７日（金）～８日（土）体育館にて展覧会が開催されました。体育館までの廊下や通路、外には染めた布など、
天井から床に至るまで 1 年間の児童の作品がいっぱいに飾られました。体育館を会場にするのはコロナ禍の影響も
あり実に６年ぶりです。多くの児童は展覧会についてのイメージは何も持っていなかったはずです。児童鑑賞日には、
ペアの学年でお互いに自分の作品を紹介しながら鑑賞しました。みんな口々に「す、すごい、すごすぎる！」と言い合っ
て鑑賞していました。この経験から、もっともっと、図工が好きになってくれたらいいなと願っています。 

〈縄跳びの取組 全学年〉 

<地域防災訓練 > 

〈幼稚園との交流 1年生〉 

1月 23日（木）、27日（月）の二日間に、近隣幼稚園との交流会を行い

ました。23 日は北大泉幼稚園の年長組さん、27 日は練馬白菊幼稚園の年

長組さんが学校を訪れました。1 年生が園児に学校を案内したり、一緒に体

育館でゲームをしたりして楽しみました。１年生からは、ぱっちんがえるのおも

ちゃと「ビリーブ」の手話付きの歌をプレゼントしました。「学校で待っている

よ！」と手を振る姿は、すっかりお兄さん・お姉さんらしいものでした。2 年生

になるのが待ち遠しくなる交流会となりました。園児の皆さんが明るい希望

をもって小学校に入学する気持ちがもてたようで、大変うれしい一日でした。 

。 
 

１月２７日（月）からの２週間で、縄跳びタイムに取り組みました。１週目は短縄、２週目は

長縄を中心に、中休みの３分間で取り組みました。児童は曲に合わせて楽しそうに跳んでい

ました。友達と縄を持ってペア跳びをしたり、難しい技にもチャレンジしたりしていました。２週

目に始まった長縄では、クラスで目標を決めて跳びました。やはり高学年はしっかりコツを掴

み、なるべく間を開けずに上手にリズムよく跳んでいました。その様子に倣って、他の学年の

児童も練習を重ねていました。なわとびカードの取組も同時に行われていました。カードを基

にいろいろな技に取り組んだり、友達と教えあったりしながら進めていました。 

 短縄も長縄も、目標を立てて、目標に向かって教えたり励ましたりしながら取り組むことがで

きました。体力が付いたとともに、学級の中での人間関係づくりにも繋がる活動となりました。 

 

２月１９日（水） ６年生児童がお世話になった方々を迎え、卒業を祝う会を行い、児童の門出をお祝いしました。 

 会の中では、児童の６年間の出来事や経験、現在の姿を振り返るスライドショーを視聴したり、６年生が歌や演奏を

通して感謝の気持ちを伝えたりしました。過去の思い出を懐かしみ、現在までの成長を再確認し、未来に向けて期待や

展望を抱いた、そのような時間になったのではないかと思います。 

 今回、企画運営をしてくださった、卒業対策委員会をはじめとした６年生保護者の皆様、素敵な時間をありがとうござ

いました。一日一日の大切さを子供たちと共に実感しながら、卒業まで全力で駆け抜けてまいります。 

 

〈卒業を祝う会 6年生 保護者 教職員 旧職員〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和７年度の新たな取組、（概要・重点、今年度改善したことの継続も含みます。）】 

 １ 土曜授業公開は年間４回行う。６月・９月・１２月・２月の第二土曜日を公開する。 

    (９月；防災、１２月；６年持久走、２月；道徳公開) 学芸会は１１/１４・１５（金・土）に実施し、１１/１７（月）を振替休業日

とする。 

  ２ 通知表の所見の記載は、３学期のみとする。 ⇒１・２学期末（７月・12月）それぞれに個人面談を行う。 

  ３ 学校の電話は、午後４時４５分以降留守番電話メッセージの対応とする。（休日は終日留守電対応） 

４ 毎年、全学年が学級編成（クラス替え）を行う。 

５ 地区班編成、集団登校は行わない。（被災した際の下校は引き渡しが原則のため、集団下校訓練も行わない。） 

６ （新）運動会は 5/31（土）、午前中の開催を継続する。実施にあたっては、種目や運営を少しずつ見直す。 

  ７ 文化的行事は、R7年度に学芸会を行い、現行のローテーションでの実施は打ち切る。 

R8年度以降の実施にあたっては、改めて詳細をお知らせする。   

８ 移動教室は、６年が武石 ７/７（月）～９（水）、５年が岩井 １２/１０（水）～１2（金）。 

それぞれ学期末にあたるため、個人面談や他の学校行事の日程を、当該学年に限りずらして行うことがある。 

９ 家庭との連絡は Sigfyに一本化する。そのため、電話連絡網は作成しない。 

欠席連絡は、Sigfyへの入力をお願いします。 

   学校だより、学年だより等、学校から家庭への配布物も、Sigfy添付への移行を推進し、ペーパーレス化に努める。 

１０ 夏季休業中の暑熱対策等により、夏季休業中の水泳指導は行わない。 

１１ ひろば事業が「ねりっこ」に移行する。それに伴い、学童クラブを校内（３階・旧視聴覚室）にも設置し、三原台学童と２

か所の学童で対応する。（ねりっこひろば、校内学童の運営は、日本保育サービスが担当） 

１２ 保護者来校の際は、正門（レインボー門）横にある通用門から出入りする。インターフォンで来校を伝え、解錠を待つ。 

13 児童の給食費は、引き続き徴収しない。（区が負担を継続）  

保護者負担は教材費のみ、公費・私費負担区分が明確になる。 

14 新たに、5・6年の社会科見学のバス代は区費負担となり、保護者からのバス代の徴収は不要になる。 

１５ 長袖の体育着の導入を検討中。詳細は、着用時期に間に合うよう、改めて周知する。 

16 一部女子トイレに生理用品を用意し、緊急の際などに使用できるようにする。 

１７ 校舎東側トイレの改修工事を行う予定。（工事期間は、６月末～１２月末の予定） 

 2 月 14 日（金）に、6 年生の卒業を全員でお祝いする「6 年生を送る

会」と「レインボー班遊び」を行いました。 

 代表委員会が企画・運営をし、どの学年も、日頃お世話になった 6 年生

への感謝の気持ちを、会場の装飾をはじめ、言葉や音楽、ゲームなどをプ

レゼントとして表現しました。 

 思いを受けた 6年生は、終始穏やかで優しい笑顔でした。そして、お礼の

気持ちを込めて合唱「僕のこと」と合奏「彼こそが海賊」を披露しました。 

し～～んとした中、真剣なまなざしで演奏する姿、最後の音が消えるまで

集中する姿は、さすが、全校児童のあこがれの 6年生でした。 

 最後に校旗を引き継いだ5年生児童は、とても引き締まった表情でした。 

 昼休みは、これから橋戸小学校をリードしていく５年生が中心となり、6

年生と過ごす最後の「レインボー班遊び」を思い切り楽しみました。 

 2 月 14 日（金）は、学校全体で 6 年生を祝い、感謝と思いやりであふ

れる素晴らしい一日となりました。 

 

 

<６年生を送る会・レインボー班遊び> 

 



３月の予定
日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 土

2 日

3 月 ★心 4 5 5 5 6 6

4 火 5 6 6 6 6 6

5 水 ★心 5 5 5 5 5 5

6 木 SC 5 5 6 6 6 6

7 金 ★心 5 5 6 6 6 6

8 土

9 日

10 月 ★心 4 5 5 5 5 5

11 火 5 6 6 6 6 6

12 水 ★心 5 5 5 6 6 6

13 木 SC 5 5 6 6 6 6

14 金 ★心 5 5 6 6 6 6

15 土

16 日

17 月 ★心 4 5 5 5 5 5

18 火 5 5 5 5 5 5

19 水 ★心 5 5 5 5 5 5

20 木

21 金 ★心 5 5 5 5 6 5

22 土

23 日

24 月 ★心 2 2 2 2 4 4

25 火 ★心 4 4

26 水

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

14 月

15 火

17 木

学　校　行　事　など

全校朝会　５時間授業

全校朝会    委員会⑪【最終】

安全指導

５時間授業　

集会委員会集会

タブレット回収（6年）

体育朝会

５時間授業

５時間授業

５時間授業

春分の日

水曜時程　大掃除　給食終　体育館会場設営（５年）

4時間授業　視力検査（1～3年） 保護者会（３・４年）  地域訪問

修了式　卒業式予行練習（５・６年）

卒業式

春季休業日始

ＳＣ…スクールカウンセラー　　★心…心のふれあい相談員

※３月の避難訓練は予告なしで実施します。

※事情により予定を変更する場合があります。sigfyや学年だより等で、最新の情報をご確認ください。

令和７年度　４月の主な予定

１学期始業式　　入学式

4時間授業　 給食始　 安全指導

4時間授業　身体計測（全） 保護者会（５・６年）　地域訪問

全校朝会  聴力検査（2・5年）  １年生全校朝会・給食始

4時間授業　視力検査（4～6年） 保護者会（１・２年）  地域訪問

聴力検査（1・3年）  家庭訪問（個別相談）始（～２2日まで）

国・学力調査（６年）   耳鼻科検診（全）

3月 生活目標

「学校をきれいにしよう」

３月 保健目標

「一年間の生活を

ふりかえってみよう」

【橋戸小学校 避難拠点 防災訓連 参加へのご協力をありがとうございました】

2月8日（土）展覧会保護者鑑賞日の午後、区民防災課、練馬区消防庁のご協力をいただき、校庭とワーク

スペースを使って橋戸小学校 避難拠点 防災訓練を実施しました。ブースでは、「消火訓練」「ポンプ

車ホース訓練」「起震車体験」「トイレ設置訓練」「AEDおよびタンカの使い方訓練」を行いました。

起震車体験では、震度７の揺れを体験しました。震度７と言いますと、机も動くような揺れです。この

ようなときのために、日頃から「目線より上に物を置かない」こと、「揺れが収まるまで、物が落ちて来

ない所を自分で見付けて静かに待つこと」が大切であるとお話くださいました。役員の皆様、寒い中、ご

準備等ありがとうございました。これからも地域とともにある学校として歩んでまいります。


